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2020 年最初のメール マガジンをお 送りし ます。今年も みんな で力を合わせ て

編集してまい ります ので、ご愛読 のほど よろしくお願 いいた します。  

現在会員登録数 3,228 人さま。次号は２ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  連続講座「目で 見 るイギリス児 童文学 の歴史」  

講 師 が 所 蔵 す る イ ギ リ ス 児 童 文 学 に 関 わ る 貴 重 な コ レ ク シ ョ ン を 紹 介 し て い

ただきながら 、イギ リスの子ども の本の 歴史について ご講演 いただきます 。  

講  師：三宅 興子（ 当財団特別顧 問、梅 花女子大学名 誉教授 ）  

日  時：令和 ２年１ 月 25 日（土）、２月 22 日（土）、３月 15 日（日）  

各回  午後２時～３ 時 ３０分  

場  所：大阪 府立中 央図書館  ２階大会 議 室  （東大阪 市荒本 北）  

内  容：  

 第１回「最 初期の イギリスの子 どもの 本から始めて 」  

 第２回「子 どもの 本の「第一次 黄金時 代」」  

 第３回「 20 世紀イ ギリスの子ど もの本 」  

定  員：各回  50 名（申込先着順）  

参加費：各回 1,000 円  

主  催：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  

助  成：子ど もゆめ 基金助成活動  

お申し込み、 詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

 

●  『ひとりでよめ た よ！幼年文学 おすす めブックガイ ド２０ ０』 （評論社）

刊行記念トー クイベ ント  

編 者 で あ る 当 財 団 宮 川 理 事 長 と 土 居 理 事 ・ 総 括 専 門 員 が 、 ブ ッ ク ガ イ ド の 編

集意図や幼年 文学の 魅力について 話し、具 体的な幼年文 学作品 を紹介します 。 

日  時：令和 ２年２ 月１日（土）  午後 ３時～４時３ ０分  

場  所：ＭＡ ＲＵＺ ＥＮ＆ジュン ク堂書 店梅田店  ７階  salon de 7 

定  員： 50 名（予約 優先）   参 加費： 無料  

主  催：ＭＡ ＲＵＺ ＥＮ＆ジュン ク堂書 店梅田店  

協  力：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  



ご予約、詳細 は  ↓  

https://honto.jp/store/news/detail_041000041332.html?shgcd=HB300 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Satoko's Talk 

***************************************************************** 

『希望の図書 館』  リサ・クラ イン・ラ ン サム /作  松浦直美 /訳  酒井駒子 /

装画  ポプラ 社  2019 年 11 月  対象年齢 ：小学校高学 年以上  

 

あらすじ： 1946 年の夏、母を亡く したラ ングストンと 父は、 アメリカ合衆 国

南部のアラバ マを出 て北部シカゴ で住み 始める。ラングスト ン は学校で「南

部 の い な か も ん 」 と い じ め ら れ る が 、 迷 っ て 入 っ た 図 書 館 で 自 分 の 名 前 と

同 じ 詩 人 、 ラ ン グ ス ト ン ・ ヒ ュ ー ズ の 詩 集 を 見 つ け て 詩 に 夢 中 に な る 。 そ

し て 、 父 が 祖 母 の お 葬 式 に 行 っ て い る 間 に 、 母 の 父 へ の 手 紙 を 読 み 、 自 分

の名前の由来 を知る 。  

 

Ｓ ： 最 近 、 児 童 書 の 中 で 「 読 書 」 の 意 義 を 物 語 と し て 語 る 本 が 増 え て い ま す

が 、 そ の 中 で も こ の 本 は 、 人 に と っ て の 本 の 意 義 、 本 を 読 む こ と の 意 義 、

文 学 を 読 む こ と の 意 義 を わ か り や す く 伝 え て く れ て い る 物 語 だ と 思 い ま し

た。  

Ｙ ： ラ ン グ ス ト ン は 、 ラ ン グ ス ト ン ・ ヒ ュ ー ズ の 詩 に 出 合 う こ と に よ っ て 、

心の中に自分 だけの スペースを見 つけま す。  

Ｓ ： そ れ を 可 能 に し て く れ た の が 、 図 書 館 。 図 書 館 に は 、 魅 力 的 な 司 書 が い

て 、 ラ ン グ ス ト ン を 図 書 館 に 招 き 入 れ 、 図 書 館 の 意 義 を 伝 え 、 見 守 っ て く

れ ま す 。 図 書 館 は 人 と 本 を 結 び つ け る 専 門 職 の 司 書 が い て こ そ 機 能 す る と

いうことが実 感でき ました。  

Ｙ ： こ の 本 に は 、 ラ ン グ ス ト ン と 司 書 だ け で な く 、 文 学 は 人 と 人 と を 結 び つ

けるというこ とも書 かれています 。  

  ま ず は 、 父 親 。 文 学 に 縁 が な く 、 本 を 読 む こ と に 否 定 的 な 姿 勢 を 見 せ て

い た 父 が 、 ラ ン グ ス ト ン に 詩 を 朗 読 し て も ら う こ と で 、 二 人 の 関 係 が 変 化

する瞬間は心 に響き ました。  

Ｓ ： そ し て 友 だ ち 関 係 が あ り ま す 。 ラ ン グ ス ト ン は 「 南 部 の い な か も の 」 と

い っ て い じ め ら れ 、 い じ め っ こ に 本 を 破 ら れ ま す 。 破 れ た ペ ー ジ を 拾 っ て

くれたクレム に対し て、ラン グストンは 詩 を読むと「ぼく以外 の だれかが、

ぼ く の こ と を わ か っ て く れ て い る 感 じ が す る 」 と 言 い 、 ク レ ム は 「 お 前 が

読 ん で い る 詩 は 、 自 分 の な か で 感 じ る こ と を す べ て 、 自 分 の 外 に 出 す 方 法

なんだな」（ p． 184）と言います。 強く心 に残りました 。  

Ｙ ： こ の 作 品 に は 、 詩 の 引 用 が あ り 、 他 の 黒 人 作 家 の 名 前 も 紹 介 さ れ ま す 。

黒 人 文 学 お よ び 詩 の 入 門 書 と し て も 読 め る 作 品 だ と 思 い ま し た 。 そ し て 、



1946 年を舞台にしな がら、黒人差 別問題 、貧困、シン グルペ アレントなど

現 代 と 通 じ る 問 題 を 描 い て い る 点 や ラ ン グ ス ト ン と い う 名 前 が 付 け ら れ た

由来を知ると いう謎 解きの要素も 興味深 かったです。  

 

＊今回のゲス トは当 財団特別専門 員小松 聡子さん（ S)です。  

 

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 53 回「十力の金 剛 石」  

 いばらを静 かには ずす  

 

 前回 (当メルマガ NO.112)の「虔十公園林 」では、虔十が亡くな って 20 年近

く の ち に 、 若 い 博 士 が 「 あ あ 全 く た れ が か し こ く た れ が 賢 く な い か は わ か り

ません。た だどこま でも十力の作 用は不 思議です。」とい って 、虔十が残 した

林を「虔十公園林」と 名づけて保存 するこ とを提案しま す。「十 力」とは仏の

そ な え る 十 種 の 智 力 の こ と で す が 、 こ の 「 十 力 」 を 金 剛 石 (ダ イ ア モ ン ド )の

イメージで象 徴的に 描き出したの が「十 力の金剛石」 です。  

 

 む か し 、 あ る 霧 の 深 い 朝 、 王 子 と 、 同 い 年 の 大 臣 の 子 は 、 虹 の 脚 も と に あ

る ル ビ ー の 絵 の 具 皿 を も と め て 走 り 出 し ま す 。 近 づ こ う と す る と 、 美 し い 虹

は 逃 げ て し ま う の で 、 森 の 奥 へ と 入 っ て い き ま す 。 蜂 雀 た ち が 歌 う よ う に 、

霧 は 雨 に な り 、 雨 は い ろ い ろ な 宝 石 に か わ り ま す 。 そ れ で も 、 り ん ど う や 、

う め ば ち そ う や 、 野 ば ら は 、 か な し が っ て 歌 う の で す 。 そ れ は 、 十 力 の 金 剛

石 が ま だ 来 な い か ら で し た 。 ― ― 「 十 力 の 金 剛 石 は き ょ う も 来 ず ／ め ぐ み の

宝 石 (い し )は き ょ う も 降 ら ず 、 ／ 十 力 の 宝 石 の 落 ち ざ れ ば 、 ／ 光 の 丘 も  ま

っ く ろ の よ る 。」 十 力 の 金 剛 石 は 、「 春 の 風 よ り や わ ら か く あ る 時 は 円 く あ る

時は卵がた」 だとい います。  

 「来た来た。ああ、とうとう来た。十力 の金剛石がと うとう 下った。」――

花たちがさけ んで、 世界は一変し ます。  

 

 〈 碧 い そ ら 、 か が や く 太 陽 、 丘 を か け て 行 く 風 、 花 の そ の か ん ば し い は な

び ら や し べ 、 草 の し な や か な か ら だ 、 す べ て こ れ を の せ に な う 丘 や 野 原 、 王

子 た ち の び ろ う ど の 上 着 や 涙 に か が や く 瞳 、 す べ て す べ て 十 力 の 金 剛 石 で し

た。〉  

 

 作 品 を 「 性 急 な 主 人 公 の 王 子 と 、 そ れ を 追 い か け る 語 り の や や せ わ し な い

性急さ。」と も「典型 的な成長物語」と も 評したのは天 沢退二 郎です。森に入

っ て い く 王 子 の 着 物 を い ば ら が つ か ん で 引 き と め よ う と し た と き 、 王 子 は 、

め ん ど う く さ く な っ て 剣 を 抜 い て 小 藪 を 切 っ て し ま い ま す 。 と こ ろ が 、 十 力

の 金 剛 石 が 下 っ た あ と の 王 子 た ち は 、 草 の 上 に ひ ざ ま ず き 、 王 子 は 、 足 に 引

っかかった、 いばら をかがんで静 かにと りはずしたの でした 。 (馬車別当 ) 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『ポ ラーノ の広場』によ りまし た。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７  

***************************************************************** 

 

「 星 が く だ け て 、 さ ー っ と 、 水 が な が れ お ち 、 カ ニ た ち は 、 き ら き ら 光 る 水



といっしょに 、下の下 の海の上へと 、おちて いきました。ロッコと レッコも、

青い青い海の 中に、 どっぷーんと 、おっ こちました 。」  

（『 い た ず ら ラ ッ コ の ロ ッ コ 』 神 沢 利 子 /著  長 新 太 /絵  あ か ね 書 房  1968

年３月  p17）  

 

 これは、『いたずら ラッコのロッ コ』の第 一話「イタズラ ッコと おなべの星」

か ら の 引 用 で す 。 い た ず ら な ラ ッ コ の 子 ど も ロ ッ コ が 友 だ ち の レ ッ コ と 天 の

大 男 に つ か ま っ て 逃 げ 出 す 場 面 で す 。 天 の 大 男 は カ ニ の ス ー プ を 作 る た め に

大 き な お な べ で 海 の 水 ご と カ ニ を す く い あ げ た の で す が 、 ロ ッ コ と レ ッ コ は

「 お や た ち か ら は な れ て 、 う ろ う ろ し と っ た 」 た め 、 い っ し ょ に お な べ の 中

に入ってしま ったの です。  

 

 ロ ッ コ は 知 恵 を 絞 っ て お 鍋 の 底 に あ る ８ つ の 星 の う ち の ひ と つ を 動 か し 、

お 鍋 に 穴 を あ け て 、 そ こ か ら 逃 げ 出 し ま す 。 引 用 は 、 そ の 様 子 を 描 写 し て い

ま す 。 空 か ら カ ニ と 一 緒 に 海 に 落 ち る 様 子 が 、 オ ノ マ ト ペ を 使 っ て 表 現 さ れ

ており、読者 はロッ コの安堵感を 共有す ることができ ます。  

私 は 幼 い こ ろ こ の 本 が 大 好 き で し た 。 ラ ッ コ の ロ ッ コ と い う こ と ば を 何 度

も 舌 の 上 で こ ろ が し て 遊 ん で い た こ と を 覚 え て い ま す 。 ま た 、 ロ ッ コ が か あ

さ ん を 独 り 占 め し て い る 弟 に 嫉 妬 す る 気 持 ち や 、 い た ず ら を す る と 天 の 大 男

に 連 れ て い か れ る と か あ さ ん や お じ い さ ん に 言 わ れ て 反 発 す る 気 持 ち に 共 感

しました。  

 

海 に 浮 か び な が ら 、 星 を 見 て 「 空 に は 、 あ ん な に た く さ ん 星 が あ る ん だ も

の。ぼく、ひとつ、と ってきたいな あ。」と 言ったロッコ は、最 後に、星のか

け ら を 手 に し ま す 。 大 人 に 知 ら れ て い な い 秘 密 を 手 に し た 喜 び が 伝 わ っ て き

ま す 。 空 に 大 男 が い て 、 底 に 星 が つ い て い る 大 き な お な べ を 持 っ て い る と い

う 情 景 も 、 長 新 太 の 挿 絵 と と も に 忘 れ ら れ な い イ メ ー ジ と し て 私 の 心 に 残 っ

ています。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

グランフロン ト大阪 北館  ナレッジキャ ピ タル  イベントラボ で 、２月 24 日

まで開催され ている「 ＰＩＸＡＲの ひみつ 展  いのちを 生みだ すサイエンス 」

に行ってきま した。  

「トイ・ストーリー 」「モンスターズ・イ ンク」などのピクサ ー・アニ メー

シ ョ ン ・ ス タ ジ オ の Ｃ Ｇ （ コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ フ ィ ッ ク ） ア ニ メ ー シ ョ ン が

どのようにつ くられ るのか、「 モデリン グ」（キャラクタ ーの形を つくる）、「ア

ニ メ ー シ ョ ン 」（ キ ャ ラ ク タ ー に 演 技 を つ け る ）、「 レ ン ダ リ ン グ 」（ 最 終 的 な

映 像 の 仕 上 げ ） な ど の ８ つ の 工 程 に 分 け て 、 そ れ ぞ れ に 映 像 や パ ネ ル で の 解

説と体験コー ナーが 設置されてい ます。  

 

コ ン ピ ュ ー タ に 緻 密 に プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ る 数 学 的 な 各 工 程 か ら 、 本 物 の

ように動く滑 らかな アニメーショ ン映像 ができるまで がよく わかります 。「リ

ギ ン グ 」 と い う 工 程 で は 、 キ ャ ラ ク タ ー の 骨 や 関 節 や 筋 肉 を 設 定 す る こ と で

リ ア ル な 体 の 動 き が 表 現 さ れ ま す 。 体 験 コ ー ナ ー で は 、「 ト イ ・ ス ト ー リ ー 」

に 出 て く る ジ ェ シ ー の 眉 や ま ぶ た の 動 き を 設 定 し て 表 情 を 変 化 さ せ て み る こ

とができまし た。「セ ット＆カメラ 」では 、同じ背景でも カメラ の位置や角度

に よ っ て 見 え 方 が 違 う こ と が 解 説 さ れ て い て 、 立 体 的 に 設 置 さ れ て い る 草 む

らと木のオブ ジェを 虫の視点のカ メラで 見ることがで きまし た。「ライテ ィン



グ 」 は 照 明 で す 。 例 え ば 、 海 の 表 面 か ら 光 が 差 し 、 海 の 深 さ や 奥 行 き を 感 じ

ら れ る よ う に な る の は ラ イ テ ィ ン グ の 工 程 に よ る こ と が 解 説 さ れ て い ま し た 。

「 カ ー ル じ い さ ん の 空 飛 ぶ 家 」 の 家 の 窓 か ら 入 る 太 陽 光 の 色 や 方 向 、 ラ ン プ

の明るさなど の変化 を試してみる ことが できました。  

 

ど の 工 程 に も 「 ピ ク サ ー で 働 く 人 た ち 」 と し て 、 自 分 の 担 当 す る 仕 事 へ の

こ だ わ り や 、 ピ ク サ ー で 働 く こ と と な っ た き っ か け な ど を 語 っ て い る イ ン タ

ビ ュ ー 映 像 が あ り ま し た 。 コ ン ピ ュ ー タ の 世 界 の 裏 側 に 、 ア ニ メ ー シ ョ ン の

物 語 に 夢 中 に な っ た 子 ど も 時 代 や 数 学 好 き の 人 が い る こ と が わ か っ て 、 親 し

みを感じるこ とがで きました。（Ｋ）  

 

ＰＩＸＡＲの ひみつ 展  https://www.tv-osaka.co.jp/event/pixar/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  大阪府子ども文 庫 連絡会  公開講座  

「これからの 学校教 育と読書・学 校図書 館活用」  

講  師：鎌田和宏（ 帝 京大学教育学 部初等 教育学科教授 ）  

日  時：２月１８日 （ 火）午前 10 時～ 12 時  講演会  午後 1 時～ 3 時  交流会   

会  場：大阪市立中 央 図書館  ５階大会議 室 （大阪市西区 北堀江 ）  

定  員： 250 人  交流 会は 60 人（当日先 着 順、申込み不 要）  

参加費：無料   資 料費： 100 円  

主  催：大阪府子ど も 文庫連絡会   共  催 ：大阪市立中 央図書 館  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹介しました『希望 の図書館』を１

名の方にプレ ゼント します。ご 希望の方 は、メール で件名「 メ ルマガ  NO.113

プレゼント希 望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メー

ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5) こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は２月 11 日 (火 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

今年はオリン ピック ・パラリンピ ックイ ヤー。「健康 第一」 を目標に掲げ 、

心身の鍛錬に チャレ ンジしたいと 思って おります。何人か の友 人らのように 、

スポーツジム に通っ てみるのもよ し、マ ラソンをめざ してま ずはジョギン グ

から始めてみ るのも よし。今年は 、そん なきっかけを 見つけ る年にしたい で

すね。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お



願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


